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国
くに

指
し

定
てい

重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

（建
けん

造
ぞう

物
ぶつ

） 昭和 31年 6月 28日指定 

 

 この旧
きゅう

大
おお

戸
ど

家
け

住
じゅう

宅
たく

は大
おお

野
の

郡
ぐん

白
しら

川
かわ

村
むら

から昭和 38 年に原
げん

型
けい

のまま移
い

築
ちく

された。建
たて

物
もの

の大き

さと独
どく

自
じ

の構
こう

造
ぞう

は、大
だい

家
か

族
ぞく

制
せい

度
ど

を代表する合
がっ

掌
しょう

造
づく

りの建物である。 

 建
けん

築
ちく

は、天
てん

保
ぽう

4年（1833）～弘
こう

化
か

3年（1846）の 13年間をかけて造
ぞう

営
えい

された。建物の規
き

模
ぼ

は、桁
けた

行
ゆき

21.4ｍ、梁
はり

間
ま

12.27ｍ、棟
むね

高
だか

13.0ｍ、形
けい

式
しき

は、切
きり

妻
づま

、茅
かや

葺
ぶき

、内
ない

部
ぶ

4階建となってい

る。 

 建築の特
とく

徴
ちょう

は、釘
くぎ

やかすがいをまったく使わず、素
す

縄
なわ

やネソという木
もく

材
ざい

で組み立てられ

ていることである。 

 資料によれば、合掌造りは、平
へい

家
け

の落
おち

武
む

者
しゃ

が奥
おく

飛
ひ

騨
だ

の白
しら

川
かわ

郷
ごう

に住みつき、編
あ

み出した建
けん

築
ちく

方
ほう

法
ほう

である。 
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